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イエス様の涙（ヨハネ11:33-35）
今日は、特別に韓国、アメリカから、いやしのキャンプのチームがともに礼拝をささげております。心から感謝し、主にある交わりを楽しんでいきたいと願います。また、神様からの豊かな恵みが与えられることを祈っていきたいと思います。
普通、人々は、このように考えています。人がまじめに一生懸命頑張れば、必ず結果はついてくるものだし、成功ある勝利は与えられると思っています。そして、ここまで考えます。人が誠意をもって最善を尽くせば、天も感動して報いを与えられるとまで思うほどです。本当にその通りなのでしょうか。問題は、クリスチャンの私たちも同じ考え方を持っている場合が多くあるということです。神様の祝福のために、神様からの答えをいただくために、何をどれほど一生懸命頑張ればいいのかをついつい考えます。努力や頑張ることを否定するつもりはありません。しかし、クリスチャンの私たちは、今は知っています。努力以前に、まじめに誠意をもって最善を尽くす以前に、人間は神様と通じないといけないということを。それを忘れないでいただきたいと思います。特に、神様と通じる中で一番大切なひとつが、涙が通じることです。皆さんは、何のために悲しんで、いつ涙を流されるのでしょうか。それが神様と通じるものでしょうか。普通は、自分が持っているもの、また、いままで自分にとってとても大事なものを失ったり奪われたりしたときに、みな悲しんでしまうようになります。それが人になる場合もあるし、ものの場合もあるし、ある時には、健康を失ったりすると、悲しくなってしまいます。それが一般的に皆が悲しむ理由です。

私は、小学校１年生の頃に、母親が結核を患って亡くなりました。そのときまで、死ぬということが何なのかまったく感覚もないし、分かっていなかったし、母親がいつも入院生活をしていて家におらず留守ばかりだったので、突然、亡くなったと言われても、それが何なのか分かりませんでした。でも、ある日、母親が亡くなったその時に、顔もよく覚えていない親戚のおじいさん、おばあさんの方々が私の家にやってきて、いきなり私たちの顔を見た途端に大泣きをするのです。たぶん、母親が死んだという悲しみよりは、こんな小さい子どもたちを残してこれからどうなるのだろうとかわいそうに思って泣いたと思います。でも、幼い私はそんな感覚がなかったので、何でこんなに泣くのだろうかと思いました。ただ遠くから皆がやってきたので、手土産を持ってきたわけです。それが逆にうれしいという感じでした。後々、物心がついたときに、なるほど、人が死ぬというのは、こんなに悲しいことなのかと分かりました。愛する人、大事な人が亡くなったり、特に死別の場合に、皆悲しみます。死ななくても恋人と別れるようになったり、失恋してしまったりというときも、皆落ち込んで悲しむのです。そういうことがなければ、たぶんドラマなどは成り立たないと思いますが。大体、大事な愛する人、あるいは、家族を失ったときに、皆が悲しみます。健康を失ったときに、「ハレルヤ、喜びます」という人は、見たことがありません。クリスチャンでも、何人か癌にかかった信徒さんに会ったことがありますが、「癌にかかって本当に神様に感謝します」と言うクリスチャンは、見たことがありません。時間の差はありますが、とりあえず皆落ち込んで、悲しんで涙を流したりします。それが普通ではないでしょうか。皆そういうことで悲しんだり泣いたりしています。ときには、怒りを覚えたりするときもあります。そして、これは私にとって一番の弱点でもありましたが、人に無視されたり、あざけられたりしたときに、中々、我慢できないし、それはものすごく悲しくなりました。その中のひとつが、差別というものなのです。実力の差があるから、財力、学歴や知識の差などによって、あらわに無視される場合もあるし、微妙に無視されるなどいろいろなことがあります。それがプライドを傷つけたりすることがあります。そのように何らかの形で無視されたりすることは、なかなか我慢できないし、悲しくなってしまうし、怒りを覚えたりするようになります。

また、こういうことの結果でもありますが、人間が悲しいときはいつなのかと言いますと、寂しくなったときなのです。その寂しさというのもいろいろあります。自分の思い込みかもしれませんが、周りに私のことを理解してくれる人間はだれもいないと感じたときに、ものすごく寂しくなります。特に、思春期を迎えている子どもたちの場合に、大体そういうことを考えます。大人は私のことをなかなか理解してくれない。周りは敵だらけで味方はだれもいない。ついそう思ってしまいます。そうすると、寂しくなるし、ときには引きこもってしまったり、悲しくなります。また自分のまわりには力になるような背景がまったく何もないと感じたときに、その無力さのゆえに、そこで寂しさを感じる場合もあります。あるいは、無理やり何かの事情によって、本当に一人ぼっちになってしまうときもあるわけです。そういうときも寂しくなります。この寂しさも無視できないものだし、大体がこういうときにひとりで涙を流したり悲しんでしまうようになります。
それから、いろいろあるでしょうけれども、皆何かの夢を抱えて人生を頑張って生きていると思います。しかし、その夢が壊れる時があります。そういう話がしばしばありますが、私が昔、テレビで見たのは、オリンピックの金メダルの候補だと言われていた、だれもがそのように期待していたスキーの選手が、大会の前に交通事故に遭って足を骨折し切断することになってしまいました。足を失ったらスキーなんかはできないのではないでしょうか。夢が断たれて全部壊れてしまいました。自分のせいでもありません。このときにもうこれで人生おしまいではないのか。何日も何カ月も何年かもずっと落ち込んで悲しみに暮れていくという話をテレビで見た覚えがあります。このように人間は、小さいか大きいかは別にして夢を抱えて生きているのに、その夢が壊れて断たれてしまった場合に皆が悲しむようになります。事故によってそうなる場合もあるし、あるいは、周りの何かの策略によって夢が断たれる場合もあるし、社会のシステムに阻まれて、また、夢に向かって大学に行きたい、何かをやりたいと思っているのに、家庭の事情でなかなかサポートを受けられないというときに夢が途絶えてしまったりというケースも多くあります。そういうときに皆悲しんだり挫折を覚えたりするわけなのです。その他にもいろいろな理由があるでしょうけれども、私たちを悲しませるものはこんなにいろいろあるわけです。私たちもそういうことで悲しんで、ときには人には見せないかもしれませんが涙を流してそのように生きてきたのではないでしょうか。もしかして今もそういうことで心から泣いている信徒さんはいないでしょうか。

そして、問題はクリスチャンの私たちも、このように悲しんで泣いているときに、あるいは怒りを覚えているときに、神様も、イエス様も、同じく悲しんで、同じく涙を流していらっしゃるのではないかと勝手に思い込むのです。ですから、神様と通じません。残念ながら、神様の、イエス様の涙、悲しみは、そういうこととは全く違うものでした。今日の聖書の箇所に、それがはっきり紹介されています。人の言葉を借りて申し上げますと、イエス様がとても愛していたラザロという人が死んだところにイエス様が来られました。でも、先週も申し上げましたように、イエス様は、ラザロが死にかけて病気になっていたという話を聞いて急いで駆け付けたのではなく、二日間なおもとどまって、ラザロが死ぬことを待ってそこに向かいました。そこでイエス様を待っていたマリヤもマルタも、そして、お見舞いに来ていた群衆も皆、涙、涙で、悲しみに暮れている葬式の雰囲気でした。そこにマルタの次にマリヤがイエス様をお迎えするためにやってきました。そこでマリヤが涙を流しているのをイエス様がご覧になって、イエス様も涙を流されたとあります。そして、ラザロを収めていたお墓の方に行こうとイエス様がお話しされたときに、もう死んで三日か、四日が経っているので、死体の匂いもするから行かないほうがいいのではないかという反応をしました。そこでイエス様がまた心から怒りを覚えていらっしゃったと記録されています。そして、そこで涙を流していたら、それを見ていた群衆が、あのイエス様はラザロをどれほど愛していたのか、だから、愛しているそのラザロが死んだので、その悲しみで泣いているのだろうと思っていたわけです。そう思って話している群衆を見て、イエス様はまた怒りを覚えて涙を流すようになりました。それで群衆はこのように言いました。「目が見えないものを見えるようにすることができたイエスが、なぜラザロを治すことができなかったのか。早くやってきて治すことができなかったのか。結局、このように悲しくて悲しくて泣いているのではないのか」と考えて言っていました。イエス様は、そのような要素やお話を聞くたびに、聖書を見ると怒りを覚えて悲しくなり涙を流されます。イエス様が涙を流されたという箇所は、聖書に滅多にありません。非常に大切な意味がありますが、人々が思っているより、私たちが勘違いしているように、ラザロが死んだから悲しくなって泣いたわけではありません。わざわざ死ぬ時まで待ってから来られて、これから死んだラザロを生き返らせるつもりなのです。だから、死んだことを悲しんだり、そのために涙を流すはずもないし、そんなわけはありません。私たちの涙、私たちの悲しみと全くかみ合わないし通じないのです。だから、クリスチャンの方々が、神様の答えを本当にいただいて勝利の、証人の人生をなかなか歩むことができないのではないでしょうか。実は、イエス様が涙を流されて、イエス様が怒りを覚えられたというのは、ラザロが死んだからではありません。つまり、私たちが悲しんでいる、私たちが涙を流しているそういう内容によって悲しんだり涙を流したりしたわけではありません。逆に、そのことで悲しんでいる私たちを見て悲しむわけです。分かりますでしょうか。マリヤが、イエス様がそこに来られていらっしゃるのに涙を流して、もうしょうがないとあきらめている姿、群衆がラザロの死の前で涙を流して、またイエス様を見てそのように思うことなどを総合して、イエス様が涙を流されたのです。イエス様が心から悲しまれたその理由は、人々が死の力にとらわれている姿を見て悲しんだからです。ラザロが死んだという死のために悲しんでいるのではなく、その死の運命に、死の勢力にとらわれてどうにもならない、そこに圧倒されている人々を見て、イエス様は悲しむようになりました。死の権威にとらわれて皆が涙を流して、いまのこの葬式の場での様子や雰囲気などは、結局、その背後に根本的な理由があるから、あのようになってしまうわけです。ラザロの死のために、私たちが悲しむようなことのために悲しんで涙を流される方ではありません。それより死の力、暗やみの力にとらわれてどうにもならない様子を見て怒りを覚えられ、神様を離れて罪の勢力に捕らわれて、死の力に縛られてどうにもならない、死に打ち勝つことができないまま、それに圧倒されている人間、人類を見て、イエス・キリストは涙を流されました。ローマ6：23には、「罪から来る報酬は死です」とあります。その死そのものではなくて、死にとらわれて、死の奴隷であり一生死につながれて奴隷として生きている人間の姿を見て、イエス・キリストは心から怒りを覚えられて涙を流されました。もっと端的に、簡単に申し上げると、その背後で死の力をもって人間をとらえて操っている悪魔、サタンの勢力を見て、イエス様は心から怒りを覚えられて、それに人類皆がとらわれていて奴隷になっている姿を見てイエス様は悲しんでいらっしゃったわけです。勘違いしないでください。私にとても悲しいことがあって、「なぜ神様、私の事情をそんなにも分かってくれないのでしょうか」というのは、勝手です。勘違いです。私たちが子どもに問題があるから悲しんでいる。その悲しみは、ある意味当たり前かもしれません。悪いとは言いません。しかし、だからといって神様が一緒に悲しんでくれると思っていたら大間違いなのです。神様は、皆さんの子どもがどうなるか、ある意味、興味がありません。健康なのか病気なのか興味ありません。そのひとつひとつにとらわれて、それにいつも一生操られて、どうにもならない暗やみの運命の勢力にとらわれていることが、イエス様には悲しみであるし涙の理由なのです。
そして、それよりもっと悲しまれた理由、イエス様の涙の本当の理由は、その死の勢力、暗やみの運命の勢力を打ち破って勝利なさったキリストであるイエス様が目の前に来ているのに、イエス様がだれなのか分かっていません。教会に通っていながら、「イエス、イエス、信じます」と言いながらも、イエス様が本当はどういう方なのかが分かっていないのです。マリヤもマルタも、群衆は言うまでもありません。イエス様の涙の理由、イエス様が悲しまれるのは、皆さんが悲しんでいることのために悲しまれるのではなくて、その問題や悲しみの理由の前で、イエス様をさっぱり忘れて、イエス様がだれなのか全部忘れて悲しみの奴隷になってしまう、それがイエス様にはものすごい悲しみなのです。私たちが考えていることとは次元がまったく違います。なぜイエス様のことを正しく理解できないのでしょうか。頭が悪いからでしょうか。本当は死の権威、死の力に隠されていて、それに邪魔されてイエス様が見えないのです。イエス様ご自身が見えないわけではありません。いまイエス様が目の前にやって来ていらっしゃるのです。ただこのイエスがだれなのかが分からない。それが一番の悲しみなのです。肉の悲しみにとらわれていて、イエス様がどういう方なのかが見えてこないのです。それが本当の悲しみです。イエス様はキリストです。いま死の力にとらわれて悲しみにくれるしかなかったその死の力を打ち破って悲しみの人生、絶望の人生、ため息の人生から私たちを引きあげて、喜びの人生、希望あふれる人生、永遠のいのちを持つ神の子どもに変えることができるキリストなのです。このすべてを裏で操っている空中の権威を持つ悪魔、サタンの頭を踏み砕いて勝利なさいましたまことの王様なのです。その悪魔に一個も抵抗できないように罪にとらわれている私たちの罪を完璧に背負って完全にきよめられたまことの祭司なのです。このすべてが実は悲しいことがあるからではなくて、神様を離れてしまったのでそうなるしかないものなのです。神様がともにおられるもの、神様と出会っている人生、本当に神様がともにおられることを味わっている人は、死の影の谷を歩いていても、目の前に死がやって来ても揺れることはありません。だまされないように、勘違いしないようにしましょう。悲しむしかないのではないか。それは神を離れているからなのです。それが神を離れてしまった人間のどうしようもない悲しい現実なのです。そのひとりひとりをまた神様と一緒になることができるように、その道となられる方、まことの祭司である方なのです。イエスはキリストです。イエス様に従って恵まれて、たぶんイエス様から洗礼も受けたと思うのです。マリヤとマルタは。ただ残念ながら、いろいろな神の計画があって、いろいろな神様の時刻表があると思いますが、この時点では、イエス様がキリストだと告白していながらも、本当にイエス様をキリストとして理解していないのです。そうすると、暗やみの力に勝つことはできません。サタンのだましごとに勝利することは、なかなか難しいわけです。なぜイエス様は涙を流されるのでしょうか。私たちがイエス様のことを知らないか、あるいは、イエス様がキリストだということを何かの事情で忘れて逃してしまうか、そのときにイエス様は悲しまれるわけです。イエス様が悲しまれるというのは、逆に言いますと、目に見えない悪魔、サタンはものすごく喜ぶということです。よくよく考えてください。なぜ教会に通っていながら、マリヤ、マルタのようになってしまうのでしょうか。ここにいらっしゃる方々は、そういう方はいらっしゃらないと思います。特に、いやしのキャンプのために来られた方には、そういう人はひとりもいないとは思います。でも、なぜ死が訪れて来たり、健康に問題が起きたり、家庭に悲しくなるしかない何かが起きたり、人に裏切られたり、死別の経験をしたりすると、皆が悲しむのでしょうか。イエスがキリストであるということを忘れているからです。なぜ忘れるのでしょうか。正解は、私がお話をするとまた誤解を招く可能性がありますので、Ⅱコリント4：4を見ると、イエスがキリストであるということ、その輝きをくらませることによって分からないようにさせるもの、誘い込む霊と書いてあります。つまり、どんな理由、どんな感動的な場面があっても、結局、イエス様がキリストだという告白を邪魔する、本気で、本当の意味でイエスがキリストだという告白の信仰に立たないようにするものは、悪魔の工作なのです。どんな立派な合理的な事情があろうがです。忘れないでください。私たちがイエス様のことをキリストとして正しく告白できていないときに、神様は悲しまれるわけです。もちろん神様が悲しまれるから何かがだめになるということはありません。それほど私たちは非常にダメージを受けるということなのです。祝福の存在なのに。これがイエス様の涙のわけでした。

そうならば、今日から歯を食いしばってでも実践しましょう。皆さんの悲しみと涙の内容を全部変えましょう。どのように変えることができるのかと言いますと、悲しくなるときに、何か怒りが込み上げてくるときに、そのままそこにつられていかないで質問してください。問いかけてください。「自分は今、何の理由で悲しんで、なぜ泣いているのか」と。その理由が、イエス様が悲しむ理由と一致するのかどうか吟味してください。それをぜひやってみてください。そのように歯を食いしばって具体的にフォーラムをして問いかけないと、今まで癖になっているのでそのまま流されてしまうのです。だから、悲しみと涙の理由と内容を変えましょう。旦那さんがあまり優しくしてくれないから悲しいのでしょうか。浮気をしてしまったので悲しいのでしょうか。別に喜ぶことではありませんよ。だからといって悲しいことでもありません。そこで皆さんが、イエスを忘れるか忘れないかが涙の分かれ目なのです。昔、日本の教会にいたときに、何十年も信仰生活をして、婦人会の会長、聖歌隊の隊長もしていた女性の信徒さんが、ある日、もう真っ青になって抜け殻のような状態になってしまったのです。それで私のところに来てお話をしたのですが、その理由が何かというと、旦那さんが家出をしてしまった。理由は、女性ができたのでということでした。問題はそれではなくて、その信徒さんが、このように話したのです。「私は、旦那さんなしで生きるということは、一度も考えたことがない。だから、いまパニックです」と。その話を聞いた時に、ああ、なるほど、だから、こういうことになるのだなと、神様がこういうことを許されたのだなと思ったのです。旦那さんなしで生きることは考えたことがない。そのときから私は家内に言いました。「私が死んでも何かあっても泣かないで。私も泣かないから」。キリストのために生きるでしょう。なぜ旦那さんのために、奥さんが悲しむ理由になるのでしょうか。旦那さんが悲しむ理由になるのでしょうか。

だから、そういうときに、問いかけてください。何が悲しみの理由なのかと。大体、一番最初に申し上げました内容に当たると思います。そのときに「ああ、違う。これは本当は悲しむべきことではないのだ。私がイエス様をなくしてイエス様を見落としてしまったのだね。それが本当は悲しむべき理由なのだね。だから、イエス様をキリストとしてしっかりと告白しなくちゃ」とやりましょう。それを悔い改めるというのです。だから、皆さんが悲しいときに、怒りを覚えられたときに、涙を流したときに、きちんと質問して、その理由と内容を変えて悔い改めの人間になりましょう。悔い改めるというのは、嘘をついたからごめんなさいとか、そういう意味ではありません。悲しみの内容を中身のところから、本当の意味で取り換えることなのです。
それから、それにとどまらず、これからは悲しくなる前に、必ず悲しくなったときにやろうとせずに、普段から先制攻撃を仕掛けるようにしましょう。悪魔に対して先制攻撃は何でしょう。イエス様、神様が悲しむことがそれであれば、それを裏返しますと、神様が喜ぶことがそこにあるわけです。その反対のことが。だから、普段からの先制攻撃は、神様を喜ばせることを積極的に取り組むことです。つまり、普段から、「イエスはキリストです」とガンガン告白しましょう。普段から。いつも悲しいことや何か問題が起きたときに「イエス様、イエス様」と言う、それもしないといけないのでしょうけれども、普段から平穏な時に、うまくいっているかのように思われるそのときに、先制攻撃をするのです。イエスはキリストです。その告白はどういう意味なのでしょうか。イエスが本当にキリストであれば、条件、環境、状況関係なく、自分は幸いな者、自分は幸せな者なのだと、常に日頃から告白するようにしましょう。どこまでその告白をすればよいのでしょうか。「なるほど、残りの自分の人生はミッションのために、契約のためにあるものなのだね。私は契約の人生、ミッションの人生をこれから生きていきます。伝道者として生きていきます」。その告白ができるまで、自分は幸いだという告白をしなければいけません。幸せだというのは、気分、感じが良いから幸せとかではありません。「自分は他に何もやることはないのだね。伝道以外に生きる理由はないのだね」という結論が出ることが、幸せというものなのです。ぜひ先制攻撃をやっていきましょう。

そして、普段から告白しましょう。悲しいことは契約を邪魔することはできない。それどころか、悲しいことは契約をきちんと成し遂げていくプロセスなのだ。子どもに問題があるでしょうか。昨日、講師の先生からも聞いたでしょう。今だけを見ないで、契約は変わらないので、世界福音化と４７都道府県に教会を開拓する契約と、もう一個追加されました。いやしのチームを作って、その契約は邪魔されないので、悲しいことは邪魔できないどころか、悲しいことそれが契約を正しく成就させるプロセスなのです。悲しいことは悲しむために許されたものではなくて、この変わらない絶対的な契約をさらに強く強く握りなさいという意味で与えられた悲しみなのです。だから、悲しみではありません。このようなことを実践して、何かあったときに倒れないことも大切です。でも、レムナント教会の兄弟姉妹の皆さんは、普段から先制攻撃クリスチャンになっていきましょう。
（祈り）
恵み深い天の父なる神様。ありがとうございます。今日、兄弟姉妹とともに、キリスト、イエスの御名によって礼拝をささげる幸いをありがとうございます。サタンにだまさないで、悲しみや涙にだまされずに、イエス様の涙、神様の涙と通じる、同じ涙を流すことができるクリスチャンになるようにひとりひとりを祝福してください。そして、だまされないで契約を握って、残りの生涯、証人として歩いていけるようにひとりひとりを祝福してください。イエス・キリストの御名によってお祈りいたします。アーメン。
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